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【実施状況】

【ふるさと納税制度による寄附件数・寄附額】
3,081件、33,590,000円

※参考：安城市民による他自治体への寄附状況（H29年1月～12月)
寄附人数：5,219人、寄附額：562,899,413円
寄附による市民税の減収影響額：254,470,028円

【寄附の申込方法（２通り）】
①　ふるさと納税サイト「さとふる」からの申込み

②　市に直接申込み（郵送・ファクス・メール可）
　　　市が申込受付後、送付される納付書により金融機関等で納付

【返礼品】
市外在住者で1万円以上の寄附者に返礼品を進呈
主な返礼品
寄附額
1万円 焼菓子、銘菓、そうめん、ナシ、いちじく、米、ハム、

酒、みかわポーク
2万円 地ビール、ハム、酒、銘菓、米、和牛肉、みかわポーク
3万円 茶・菓子詰め合わせ、和牛肉、みかわポーク
5万円 和牛肉、枕

【業務の実施方法について】

改善取組
(これまでの改善内容)

・平成25年から返礼品の提供開始
・平成28年9月から（株）さとふるのふるさと納税サイトで寄附受付の取扱い開始
・平成29年6月から返礼品送付対象者を市外住民のみに限定（総務省通知に基づく）
・平成30年4月から全ての返礼品の返礼割合を3割以下に（総務省通知に基づく）

関連事業
（同一目的事業等）

【ふるさと納税以外による寄附受納額（H29年度）】24,633,841円

1 事業名 ふるさと納税制度

総務部財政課予算係 事業開始年度

活動
実績

平成
28

年度

【寄附件数・寄附額】2,128件、36,150,000円
※参考：安城市民による他自治体への寄附状況（H28年1月～12月)
　　寄附人数：3,932人、寄附額：399,248,602円
　　寄附による市民税の減収影響額：178,994,588円

平成
27

年度

【寄附件数・寄附額】49件、1,387,000円
※参考：安城市民による他自治体への寄附状況（H27年1月～12月)
　　寄附人数：2,301人、寄附額：236,864,599円
　　寄附による市民税の減収影響額：104,813,409円

平成２１年度

事業
内容

ふるさと納税制度により、寄附を募って市の施策遂行上の財源を確保するとともに、寄附者（市
外在住者に限る）に対して返礼品を送付している。

目的
ふるさと納税制度による安城市への寄附の促進と、地元特産品の販売促進、観光ＰＲなどの地
域振興に繋げる。

平成29年度
実施内容

「㈱さとふる」との間で、ふるさと寄附業務支援委託契約を締結。業務支援の内容は、
ふるさと寄附業務の管理システムの提供、寄附申込受付・決済管理、返礼品の購
入・配送等である。

　　　ウェブ受付により返礼品の選択、寄附の申込み（返礼品の届け先、寄附の支払
　　　方法などの入力））で完了

返礼品
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【事業費】
No 平成29年度
① 事業費（決算額） （千円） 17,699

12,915
4,353

431

人件費（従事職員数×6,300千円） 945
従事職員数 (人) 0.15

③ 総事業費（①＋②）　　　　　 　            　(千円) 18,644
一般財源 (千円) 18,644

(千円) 0
　　　　　財源合計　　　　　　          　　　　　　　　(千円) 18,644

【参考比較】

【ふるさと納税の受入額の多い団体（H29年度）】
（全国） ①大阪府・泉佐野市（135億3300万円）　黒毛和牛、魚沼産コシヒカリ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　航空券と交換可能なポイント等

　　　　　 ②宮崎県・都農町（79億1500万円)　うなぎ、宮崎牛、無洗米等
③宮崎県・都城市（74億7400万円)　豚肉、焼酎、宮崎牛

(愛知県) ①幸田町（16億6700万円)　エアウィーヴ（寝具）等
②碧南市（5億4700万円)　　うなぎ、ミックスナッツ等
③犬山市（4億2000万円)　　サントリー㈱の商品、テーマパーク入園券等

【ふるさと納税の募集や受入等に係る経費(全団体合計・H29年度)】
経費　2027億700万円　／寄附受入額　3653億1700万円　≒55.5％が経費

【取組事例】

【課題】

【論点】

公開行政レ
ビューでの論点

・課題を抱える現行制度のもとではあるが、市としては、安城市への納税（寄附）額を増
やすことを当面の目標に据えたいと考えている。
・そのための方策として、①返礼品の充実、②インターネット上でのPRの推進、③複数
の「ふるさと納税サイト」の活用などを検討しているが、どうか。（市の検討案は附属資料
のとおり）

課題

活動実績・事業成果等を踏まえて記入
　ふるさと納税制度自体に課題（※下記参照）はあるものの、安城市へのふるさと納税
（寄附）額が伸びていない。一方で、安城市民が他自治体へ行った納税（寄附）額は、制
度の認知度が高まる中で増加している。

※ふるさと納税制度の課題　①寄附額に対して返礼品等の経費が５割以上、②高額所得者ほど恩恵を受
ける、③地方自治体間で「ふるさと納税制度の趣旨を逸脱した」競争に陥っているなど

他市の
実施状況等

・インターネットの活用、パンフレットの作成など広報の充実
・返礼品の充実、ＰＲ
・コンビニ納付やクレジットカード納付などの納付方法の充実
・過去にふるさと納税をしてくれた人への呼び掛け
・ふるさと納税の使途の明確化や選択できる事業の充実

537 18,194

財源内訳
537 18,194

特定財源（　　　　　　　　など） 0 0
537 18,194

②
315 1,260

0.05 0.20

事
業
費
内
訳

返礼品代金及び配送料 222 12,002
ふるさと寄附業務支援委託料 0 4,634
寄附受領証明書発行委託料 0 298

年間事業費等
の推移

区分 平成27年度 平成28年度
222 16,934


